
◎溶岩窯リールオーブン第２号パンステージプロローグ 2016年 9月設置 

第３号㈱本牧館 2017年１月設置  

  

 2016年 9月に、（有）ローゼンボアさん（横浜市）に納品した 

第１号溶岩窯りールオーブンで焼成した食パンを食べた Yさん「美味しい！」 

ということで、 

第２号機、パンステージプロローグ（KSR6-6-18 ３０Kw）（横浜市）設置 

 つづいて 

第３号機 ㈱本牧館（KSR6-6-18 ３０Kw）（横浜市）設置 

 

    最大の特徴は、焼成室（天井・壁・床）に溶岩石を使用して遠赤外線の発生を 

  最大化して高温・短時間で焼き上げる結果、食べ物の美味しさにつながる水分の 

  減少率を少なく、水分が多く残るいうことは味と香りの成分が多く残り、パンの 

  美味しさを持続させます。 

  

焼成室（天井・壁・床）に溶岩石を使用 

              



   

クシザワ通常のリールオーブン製造数は、過去約２００台以上です。 

 


